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私は実は若い頃は作家になりたいと思ってた
んですよ。それで、ずっと文学部を狙っていて、
でもあえなく落ちてしまいました。文系の科目
はできるんだけど、理系の科目がからっきしだ
めだったんです。このままでは京大の文学部は
受からないとはっきり言われ、それでこの時私
が考えたのは、じゃあ、合格最低点の低いとこ
受けたらええやん、って。調べたところ当時教
育学部だけ低かったので、親に断りもなく、パ
ッと受けました。
京大の教育学部に入ったものの、実験心理学

というのには全然興味がなかったですね。で、
２回生の時に授業で箱庭療法に少し触れ、あ、
こういうちょっと文学的なこともあるんだなぁ、
と思って。で、私が修士に入った時に、ちょう
ど河合隼雄先生が来られて。何かすごいラッキ
ーな偶然があったわけです。受験の時にしても、
いざという時の私の判断はだいたい正しいんで
すよ（笑）。もし私がもう少し数学ができて文学
部に入っていたら、それはそれで素晴らしかっ
たのかもしれない。おそらく国文学とかに進ん
でたと思います。全然違う人生だったと思いま
す。けどできなかったことが私にはラッキーで
したね。
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葛藤が資産に

カウンセラーになるまで

何よりも共感性を大切にしています。そして
自分の限界の範囲で、とことん見放さないって
いうか。感性が職人の感性だ、と人にも言われ
ます。例えば京都の職人っていうのは笊

ざる

でも桶
おけ

でも、買ってくれる人がすごい有名人だからい
いものを作ろうとか、これは何でもない人が買
うからいい加減でいいとか、そういうのは絶対
しません。誰が買うとか関係なく、自分が作る
その笊なり桶なりに対してロイヤリティーを持
つという。そういう感覚が昔からありますね。
これは自分の仕事として引き受けた以上とこと
んベストを尽くして、良い結果をちょっとでも
出したいっていう。でもだからといってその人
にのめり込むことにはならない。固有の距離感

研究と実践

私の場合、研究にはまず事例ありきですね。
あくまでも臨床の現場で行ったことで、自分に
とって印象的なことを取り上げてそれを研究テ
ーマとしているんです。 論文を書く上で、また
それを深める上で一生懸命考えるので否応なく
その事例について考察をするんですよ。真剣に
考えるから。臨床経験はすごく豊富でも、その
場その場で流されていくことってあるじゃない
ですか。だからそれをもう一度紙の上で考える
と、より深く理解できて、次のクライアントさ
んに会った時にそれが生かせる、というわけです。
臨床をやらずに研究だけをするのは私にとっ

ては絶対に無理で、だからいつも研究室にいな
いってみんなに言われるけど、研究室に座って
ても何もできないでしょ。本を読むかパソコン
で書類作ることくらいしか。それなら実際にク
ライアントさんがいるところに行って体験した
ほうが、自分も生き生きするし、豊富な体験に
もなると私は思います。
でも臨床心理学は実際100年も前からみんな

がやってることなんだから新しいことなんて見
出せないんじゃないか、研究論文なんて書けな
いよ、なんて話を仲間で言ってることもありま
す。世界中の人が臨床をしているわけやから、
全く新しいことを見出すのは難しいでしょうね。
でも自分にとって正しかったらいいんじゃない
か、なんて言う人もいて。学説にしてもそれぞ
れが思ったことを書いてるからもちろん重複も
あるし矛盾も出てきますよね。あとは自分で自
分のものにしていく、自分にとって腑に落ちる
ものを咀嚼していくしかないと思います。

私は不適応な子でした。だから自分がケアさ
れたいというニーズはあったんですよ。でもす
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すよ。先生のところでずっとお話してると、先
生の中にも私と同じ傷がある、同じ感性持って
生きてる、って。でも何で先生はそうやって社
会で元気でやっていけてるのに私はいつまでも
患者なの？ どこが違うの？ って聞かれるん
ですよ。それはね、私があなたよりちょっとド
ライでクールだからね、って言うんですよ。点
数足りなかったら受かりそうなところへさっと
変えるという（笑）、この合理主義精神は持って
生まれたものやと思いますけどね。そこで悩み
続けてたらずっと浪人してなきゃだめじゃない
ですか。まぁ行けるとこへ行こうとか。追い詰
められたときの判断力やと思います。
生き生きとした、ケーススタディーをしたい
んですよ。この人は何が問題で何に悩んでいて、
って。そして少なくとも、クライアントさんが
どうしたら少しでも楽になるか、問題が改善す
るか、何かヒントを出すところまでいかないと、
最後自殺しました、では救いがないじゃないで
すか。そこらへんはやっぱり、具体的に役に立
つノウハウを出していかなきゃなという思いは
強いんですよ。だけどノウハウばかりをパター
ン化しちゃうと、味気ないですよねぇ。それと
の兼ね合いは難しいところですね。

ごい意地っ張りだから、相談室なんかには
行かなかったけどね（笑）。だけど自分で
こころをケアされなきゃいけないなってこ
とは思ってはいました。カウンセラーにな
る人って、多かれ少なかれ自分に何か葛藤
があると思うんですね。それが私は一つの
資産だと思っています。資産なんだけれど
も、それが大きすぎたら今度は溺れ込んで
しまうというか、共倒れしてしまいますが
ね。
よくクライアントさんから言われるんで

2005年になったらはみださないようにしたい。 （法・２　！！）

⇒残念！ （今年もよろしくお願いします；編）
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っていうのがありますね。
何かに対して一体感をもって夢中になるとい

うのは昔からなかったです。学生運動の時でも
みんながワ～ってこう夢中になってはっても、
どこかで冷めた目で見てたわけです。やっては
ることは偉いと思うんだけど、一体にはなれな
いというか、距離感があるんですよ。だからあ
る意味では孤独ですよね。どんな集団にいても、
真ん中で夢中になれないから。別に反抗はしま
せんよ。順応はするんだけれども、ちょっと冷
めた目で見ているという。その目は常にありま
すよ。
でも作家になる人もみんなそう言ってますよ

ね。悩んでても悩んでる自分を見る目がもう１
個あるんだ、って。私もどっちかというとそう
いう感じですね。だからとことん責任は持ちま
すよ。中途半端に投げ出したりはしないです。
だからといってメロメロになって自分が未分化
になることはないです。母を求める人からはよ
く文句言われますけどね。優しさが足りない！
とか、どうして一緒に泣いてくれないんですか、
とか。すごく人の気持ちがわかって自分の気持
ちも出せて、という疎通性がある部分と、ここ
からは私、ここからはあなた、っていう、壁と
いうか。これは身につけようと思って身につく
ものではないかもしれない。経験の中で鍛えら
れていくものなのかわからないですけどね。
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確かに京大の方は知的レベルが高くて、深く
ものを考える人が多い。それは素晴らしいと思
う。でもその反面、はっきり言ってプライドが
高すぎて、それにがんじがらめになってる人も
結構いる気がします。プライドから自由になっ
たら、今以上に本当の意味での社会のリーダー
になれるのにな、と思います。
それから、どんな仕事に就くにしても人間関

係は必ずついてくるので、人間関係を豊かにす
るためにもこういう臨床心理学の知識は多少役
に立つと思いますよ。

京大生のみなさんへ

-ありがとうございました。

 （天然水）

「ネコが好きなので、ネコと遊ぶのもこ

ころが傷ついた時にすることです」。

こころが傷ついた時

ありふれたことやけど、まずノートや紙に書
き出すってのは大事。ぐちゃぐちゃしたことを
だ～っと書き出すんですわ。それだけでもすっ
きりするんです。誰それさんがどうした～って
もやもやしたことを何でもいいから書くんです。
それから、傷ついた時だけではないけど、ここ
ろの安定をはかるためにからだから入るってこ
とも大事。私はスポーツができないんで、ヨガ
をやってます。ヨガでも気功でもストレッチで
も、心身の相関というか、こころとからだのバ
ランスを保つ何かを持っておくというのはいい
と思います。

菅先生にインタビューしようと思

ったのは、大学教授の他にカウンセ

ラーという２つのお仕事をされてい

る方であるということと、そして何

と言っても講義で見る先生の人柄か

らでした。気さくな方で周りを和ま

す雰囲気はとても素敵です。この機

会を借りて、載せたかったけどスペ

ース上載せられなかった、そして読

者のみなさんの意見で多く寄せられ

た、臨床心理学というものについて

の先生のお話を載せたいと思います。

あくまでもその人の個別性だ
とか独自性をとことん大事にす
るのが臨床心理学ですね。理論
というのは個々の事例を一般化
したり抽象化するものやけど、
「これはこういうものですよ」、
と枠にはめてしまうと、「ちょ
っと違うんだけど」と感じた人
はすごく傷つきますよね。でも
ひとりひとり全部違うんじゃあ
研究にならない。やっぱり人類
としての共通性、女性としての
共通性、こういうタイプの人の
共通性っていうのは必ずあるん

ですよ。ある程度それを踏まえ
ながらその人の個別性を尊重す
るしかないですね。 
最近「病は気から」というの
がだんだん先端医療で証明され
てきて、こころとからだの相関
というのがちょっとしたブーム
ですよね。心理学と医学、生理
学なんかのコラボレーションが
これからの課題でしょうね。脳
科学の発展をきっちり認識して
おくことが重要だと思います。
しかしそれだけでなく人文科学
的な人間観とか、感性は絶対失
って欲しくないですね。この自
然科学がものすごく発達した中
で、どうやって人間が本来の人
間らしく生きていけるかって大
事やと思います。

また、どうして写真が後ろ向きな

のかという意見もあったのですが、

これは先生の顔を覚えていた人に街

で声をかけられ相談され、いい加減

なことしか答えられず結局その人を

傷つけてしまった、なんてことのな

いようにという先生の配慮からです。

先生が書かれた本にも、すべて顔は

出さないようにしていらっしゃるん

だそうです。
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「菅佐和子教授」

去年はバーバリーのダウンをくれた親父の今年の誕生日プレゼントは、エビスビール１ケースでした。 （医・３　山脇佑介）


